ガザ攻撃１周年追悼・報道規制を訴える集会

リーディング台本

ガザで起こった“本当のこと”

―ガザ攻撃　加害兵士と被害住民の証言―
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【№１　　　　　　】

朗読者１　二〇〇八年十二月二七日土曜日、午前十一時三〇分、イスラエル軍は、パレスチナ自治区・ガザに、大規模空爆を仕掛けた。

【№２　　　　　　】

朗読者２　一週間後の二〇〇九年一月三日、イスラエル軍による地上部隊の攻撃が開始された。地上部隊は戦車や装甲車を投入し、軍事拠点からの発砲を始めた。

【№３　　　　　　】

朗読者３　そして一月十八日、イスラエルは一方的停戦を発表した。

【№４　　　　　　】

朗読者４　「パレスチナ人権センター」の調査結果による発表。

【№５　　　　　　】

朗読者５　二〇〇八年十二月二七日から二〇〇九年一月十八日までの二十三日間におけるイスラエル軍の攻撃による死者の数は、千四百十七人。うち、民間人、九百二十六人。女性、百十六人。十八歳未満の子ども、三百十三人。

【№６　　　　　　】

朗読者１　テレビで、新聞で、インターネットで、私たちは「ガザのニュース」を知ることができる。

【№７　　　　　　】

朗読者２　けれども、そこで「起こったこと」を、私たちは知らない。

【№８　　　　　　】

朗読者３　私たちは知らない。殺された三百十三人の子ども達の顔を。そのとき、彼らの家族が、何を叫んだのかを。

【№９　　　　　　】

朗読者４　私たちは知らない。百十六人の女性達が、誰の母親だったのか。だれの娘だったのか。

【№10　　　　　　】

朗読者５　私たちは知らない。千四百十七人の人々の名前を。彼らは誰だったのか。いくつだったのか。どんな仕事をし何を学び、どんな夢を持ち、誰を愛し、誰に愛された人だったのか。

【№11　　　　　　】

朗読者１　私たちは知らない。千四百十七人の人間を死に至らしめた人々のことを。彼らは誰だったのか。いくつだったのか、どんな夢を信じ、何を考え、何をなくした人々だったのか。

【№12　　　　　　】

朗読者２　私たちは知らない。千四百十七人の人々の死を嘆いた人の声を。その人達が誰を永遠に失ったのかを。亡くなった人をどのように愛し、その人達からどのように愛され、そしてこれからどうやって生きていくのかを。

【№13　　　　　　】

朗読者３　私たちは知らない。その人たちの上に、本当は、何が起こったのか。

【№14　　　　　　】

朗読者４　そこで、本当に、なにがあったのか。

【№15　　　　　　】

朗読者達　私たちは、知らない、知ることができない。

【№16　　　　　　】

朗読者５　そこに、行ってくれる人がいなければ…。

１．破壊と盗難

【№17　　　　　　】

朗読者１　ガザ北部のアタートラ地区では、住民が避難させられた直後に、イスラエル軍が侵攻し、民家を捜索、占拠した。二週間後、自宅に戻った住民の中から、「金銭が盗まれた」という訴えが起こった。

【№18　　　　　　】

朗読者２　実業家、ハイサム・ホデールの証言。

【№19　　　　　　】

ハイサム　戻ってみると、家の中は完全に破壊されていた。テレビもコンピューターも、ラップトップのパソコンも、家にあったものは全てが壊されていた。お金は寝室に隠していたから、簡単に見つかるはずはなかったんだ。でも、兵士たちは部屋中をあら捜ししたようだ。五万ドルと、八万四千シェーケルがなくなっていた。

【№20　　　　　　】

朗読者３　ハイサムが盗まれた金額は、日本円に換算すると、約六百四十万円もの大金だった。

【№21　　　　　　】

ハイサム　イスラエル軍を訴えたいよ。でも私はイスラエルとのビジネスがあるんだ。もし訴えたら、イスラエルに入る許可をもらえなくなるのではないかと、それを恐れてしまうんだ。

【№22　　　　　　】

朗読者５　元イスラエル軍将兵の青年たちのグループ「沈黙を破る」のメンバーが、ガザ攻撃に関わった兵士達へのインタビューを行った。兵士達は、匿名ながら、民家の破壊や盗難、そこで行なわれた暴挙、砲撃、民間人への銃撃などを、赤裸々に語ってくれた。

【№23　　　　　　】

メンバー　兵士達は、侵入した家で物を盗んだ？

【№24　　　　　　】

兵士１　　俺たちが入った家には金銭はなかった。でも、たとえ兵士が何かを盗んだと分かっても、その兵士に対して上官達に何ができる？　その兵士を告発するのか？　最終的に、戦場へ向かうとき、兵士たちをまとめあげるには信頼しかない。もし兵士の誰かをそんな罪のために罰したら、指揮官は他の兵士たちの信頼を失う。それは割に合わないことなんだ。

【№25　　　　　　】

朗読者１　インタビューを受けた別の兵士達。

【№26　　　　　　】

兵士２　　俺たちが侵入した、あるパレスチナ人の家では、前にやって来たイスラエル兵が子ども部屋にしてった淫らな落書きがあった。その壁にはミッキーマウスとミニーマウスのステッカーが貼ってあった。その落書きは、ミニーマウスの上に、大きなペニスを描きなぐっていた。それを見て、俺は恥ずかしいと思った。とても恥ずかしいと思ったよ。一緒にいた兵士たちも同じ気持ちだった。

【№27　　　　　　】

兵士３　　俺が陣地に着いたとき、一人の兵士が部屋の中にいた。その兵士は子どものバッグを開けると、中から子どものノートや教科書を取り出して、それをビリビリに破いた。別の兵士は食器棚を足蹴りして、こなごなにしてた。その家を出る前、兵士たちは家にかけてある写真を壊そうとして指揮官に止められた。すると彼らは、「なぜ写真を壊しちゃいけないんだ！」と、指揮官に食ってかかった。兵士たちはそんなことは取るに足らないことだと思ったんだ。

【№28　　　　　　】

メンバー　兵士達はなぜ、そんなふうに思えたんだろう？

【№29　　　　　　】

兵士３　　…空気、かな。それはたぶん、現場の空気のせい、地上戦の、雰囲気のせいだったと思う。その家を出る直前、予備役の兵士達が、自分たちが占拠した民家の持ち主であるパレスチナ人に向けて、「申し訳ない」と手紙を書いたと聞いた。その話を聞いたとき、なんだか、自分たちとは、違う世界のことのように思えた。俺は、占拠した家を尊重するとか、その家を、きちん片付けてから去るべきだなんて、思いもしなかったんだ…。

２．屋上での殺戮

【№30　　　　　　】

朗読者１　高校生のハッサン・マシュラウィは、十二歳の弟マフムードと十五歳の従兄のアハマドを失った。屋上で、イスラエル軍に爆撃されたのだ。

【№31　　　　　　】

ハッサン　「それ」が起こるほんの五分前まで、家族全員が屋上にいた。女たちは洗濯した服を干してたし、男たちは陽だまりの中で座っていたんだ。それからみんなで下に下りた。そのとき、家の近くのマーケットで爆発が起こった。弟と従兄弟は爆発の現場を見ようとまた屋上に上がった、そしたら…！

【№32　　　　　　】

朗読者２　屋上が爆撃されたのはその直後だった。ハッサンは隣人の男達と一緒に屋上に駆け上った。

【№33　　　　　　】

朗読者３　するとそこに、二つの死体があった。

【№34　　　　　　】

朗読者４　従兄弟アハマドの身体は半分に割け、内臓が飛び出していた。辺り一面、血の海だった。

【№35　　　　　　】

朗読者５　弟のマフムードの身体は完全なかたちだった。だが、服や身体は血まみれだった。

【№36　　　　　　】

朗読者１　病院で、医師がその小さな体から服を取ると、首から脚まで、体中に穴が開いていた。その穴は、穴と穴の間隔がほとんど同じで、まるでなにかの機械で等間隔に穴を空けたかのようだったという。

【№37　　　　　　】

メンバー　イスラエル軍の中には、建物の屋上に上がるなという命令があったと聞いたが？

【№38　　　　　　】

兵士４　　その通りです。

【№39　　　　　　】

メンバー　それは、どういう理由で？

【№40　　　　　　】

兵士４　　ガザでは、家の屋上で何かの動きが確認されると、それは味方の軍ではないと認識されます。だからただちに上空から激しい攻撃をすることができる。そうやって、屋上から武装勢力に指令を出しているパレスチナ人を殺すことができるんです。

【№41　　　　　　】

メンバー　しかし、もしも屋上にいるのが民間人だったら？

【№42　　　　　　】

兵士４　　それが民間人かどうか、一番近くにいる部隊がチェックしています。

【№43　　　　　　】

メンバー　地上に監視の目があるから大丈夫だということか？

【№44　　　　　　】

兵士４　　その通りです。

【№45　　　　　　】

ハッサン　ぼくの家は、街のど真ん中で、武装勢力なんているはずもなかったんだ。

【№46　　　　　　】

メンバー　パレスチナ人の見張り人を攻撃するに当たって、決められた手順があるのか？

【№47　　　　　　】

兵士５　　手順なんてありません。もし、その男が双眼鏡か携帯電話を持っていたら、見張り人です。敵の武装勢力の共犯者なんです。私はその男を射殺するように命じなければならない。携帯電話を持って屋上に立っていたら、それは容疑者です。屋上に立つ理由などまったくないのだから。

【№48　　　　　　】

ハッサン　ぼくの弟は、たった十二歳で、まだホントに幼い少年だった。従兄弟だって、まだ十五歳で、二人ともまだ子どもだったんだ…！

【№49　　　　　　】

兵士６　  こんなことがあった。我われといっしょにいた歩兵部隊の兵士たちが、二キロほど離れたところにいる見張り人を見つけた。それで戦車から、砲撃した。

【№50　　　　　　】

メンバー　二キロも離れていて、どうやってそれが「見張り人」だと分かる？

【№51　　　　　　】

兵士６　　我われには熱に反応する照準器があったんだ。相手は、何か、熱のあるものを拾い上げた。武器かもしれない、カメラかもしれない。または、コーヒーカップだったのかもしれない。それは分からない。

【№52　　　　　　】

朗読者２　歩兵部隊が兵士達に伝える。

【№53　　　　　　】

朗読者３　「あそこの建物に見張り人がいる！」

【№54　　　　　　】

メンバー　君は見張り人を確認したのか、それとも窓を？

【№55　　　　　　】

兵士６　　窓だ。見張り人が確認できなくても砲撃する。歩兵部隊が確認すれば、撃つ側も確認したということになるんだ。そこに、武装勢力の共犯者がいると…。

【№56　　　　　　】

朗読者４　歩兵部隊が伝える。

【№57　　　　　　】

朗読者５　「上から七番目の窓だ。確かにいる。よく見ろ！」

【№58　　　　　　】

兵士６　　　そして、砲撃！

【№59　　　　　　】

ハッサン　十二歳のぼくの弟が、武器を持っていたとでも言うのか！

３．目の前で父親を射殺された家族

【№60　　　　　　】

朗読者１　ガザ市の中心街から車で十五分ほど走ったところに、郊外の農地が広がるゼイトゥーン地区がある。

【№61　　　　　　】

朗読者２　この地区にイスラエル軍が侵攻したのは、地上戦開始の当日、一月三日の夜のことだった。

【№62　　　　　　】

朗読者３　この夜、ジナット・サムニの夫は出かけて留守だった。ジナットは、十一歳を頭にした七人の子どもたちと一緒に部屋にこもり、空からの爆撃や地上からの砲撃、銃撃の音に怯えながら一夜を過ごした。

【№63　　　　　　】

朗読者４　ジナットの夫は早朝に戻ったので、朝の五時半ごろ、お茶とパンで朝食を取っていた。

【№64　　　　　　】

朗読者１　そのとき、突然、イスラエル兵たちが、畑のある家の裏から侵入してきた。

【№65　　　　　　】

朗読者２　イスラエル兵達は、まず、外から家の中に爆弾を投げ込み、銃撃を始めた。

【№66　　　　　　】

朗読者３　家族は部屋にこもっていたが、幼い子どもたちは恐怖のために泣き叫んだ。

【№67　　　　　　】

ジナット　イスラエル兵達は、外からの爆弾の投げ込みと銃撃を止めると、家の中に入ってきました。そして、「家の主はどこだ！」と叫んだんです。夫は、両手をあげて「私が主人です」と言いながら、静かに部屋から出て行こうとしました。その時です。突然、兵士が夫の眉間を撃ったんです。夫はヘブライ語がしゃべれました。何か質問されれば、答えることができたはずです。でも、何の質問も、何の答えもなかったのです。ただ突然撃たれたんです。夫は私たちの前に倒れ込みました。私も子どもたちも、皆が泣き叫び、夫に、父親に、泣きすがりました。みんな、恐怖に駆られていました。すると兵士たちは、私たちに向かって銃撃を始めました。私たちは床に伏せて、悲鳴をあげ、絶叫しました。この銃撃で、息子のアハマドは胸を撃たれ大きな傷口が開きました。頭も撃たれました。アハマドはまだ四歳ですよ！

【№68　　　　　　】

朗読者４　「カタン！」

【№69　　　　　　】

朗読者１　「カタン！」

【№70　　　　　　】

朗読者２　「カタン！」と母親と子どもたちは叫んだ。「小さな子ども」という意味のヘブライ語だった。

【№71　　　　　　】

ジナット　私たちは兵士に訴えました。「やめて、小さな子供たちがいるのよ！」と。やがて兵士たちは銃撃を止め、中に入ってきて、銃のフラッシュ・ライトで私たちを照らしました。そして、部屋は子どもたちでいっぱいだったのだと、知ったんです。それから、兵士たちは家の中を探し回りましたが、何も見つかりませんでした。すると彼らは、私の寝室に入り、銃で窓を割り、さらに持っていたハンマーと斧で、そこにあったテレビを破壊し、洋服ダンスを壊しました。それでも兵士たちは満足しません。部屋に置いてあったお金や貴重品を入れた夫のカバンを物色し、入っていたお金を盗んでいったんです。その後、兵士たちは寝室に火をつけて燃やし始めました。家具を燃やす煙が、私たちが閉じ込められている部屋まで入ってきました。胸を二発の銃弾で撃たれたアハマドはその時はまだ生きていましたが、煙で窒息状態になり、気を失いました。下の小さな娘も窒息しそうになりましたが、必死で蘇生させました。私たちは悲鳴を上げ、泣き叫び続けました。兵士たちは、ヘブライ語で何か話しながら、私たちのことを、笑っていました。

【№72　　　　　　】

朗読者３　あるイスラエル兵士の証言。

【№73　　　　　　】

兵士７　　「だれも殺さずに、作戦を終了するなんてできないよ」そう言っていた兵士がいたよ。この発言で重要なことは、その兵士が、空手で、つまり、自分の銃に人を殺したことを意味する×印をつけずに戻りたくないと言っていたということなんだ。その兵士はパレスチナ人を殺した。はっきり言えることはその男は武装していなかったということだ。その兵士は、なんだかまるで子どもがゲームをやるみたいに撃つことを喜んでたし、撃ったあと、笑ってた。普通の者なら、武装したテロリストを殺したときでも、決して楽しいはずはない。ひどい、ひどすぎる…。でも、軍隊で攻撃的になっていく奴は、いるんだ。

【№74　　　　　　】

メンバー　白リン弾を使用した話は本当か？

【№75　　　　　　】

兵士８　　ああ。中隊の司令官が、迫撃砲部隊の指揮官に、標的と発砲命令を与えた。

【№76　　　　　　】

メンバー　そこに、何があったか知っていたのか？

【№77　　　　　　】

兵士８　　標的だ。そこにあったのは標的だよ。指揮官たちがそれを決める。俺は、そこに実際には何があったか知らない。無線で命令が聞こえた。

【№78　　　　　　】

指揮官　砲撃を許可する。白リン弾を空中へ撃て！

【№79　　　　　　】

兵士８　　それだけだ。

【№80　　　　　　】

メンバー　なぜ白リン弾を撃ったんだ？

【№81　　　　　　】

兵士８　　楽しいからだ。それに、格好いいし。

【№82　　　　　　】

メンバー　戦闘中、兵士たちの行動を抑制するものは何もなかったのか？

【№83　　　　　　】

兵士９　 指揮官が命令する。

【№84　　　　　　】

指揮官　行け、撃て！

【№85　　　　　　】

兵士９　　その声を聞いて、ためらう兵士はいないだろうな。みんなこの日を待ってたんだ。銃撃の楽しみ。あらゆる権力が自分の手の中にある。そういう感覚なんだ。こう、引き金に、指をかけたときの感覚。ちょっと引くだけで、建物の半分を壊せる。だから、そうだ、そう感じるんだ。あらゆる権力が、自分の手の中にあるって…。

【№86　　　　　　】

メンバー　自分がそう感じたことに、君はひどく失望した？

【№87　　　　　　】

兵士９　　結局、そこにいたのは、俗悪で暴力性に満ちた、十九から二十歳の六十人の集団にすぎなかったんだ。俺達を引き止めるものはなにもない。そのことに、俺はそんなには驚かなかったよ。

４．ディープ一家、十一人の虐殺

【№88　　　　　　】

朗読者１　ディーブ一家の家は、ガザ市北部の難民キャンプにある。

【№89　　　　　　】

朗読者２　一月六日、午後三時。大学四年生のジアード・ディープは、家の後ろの通りで、二つの爆弾の音を聞いた。

【№90　　　　　　】

朗読者３　そのとき家にいた十四人の家族は、その爆弾は、警告だと思い、家の中庭に集まって、息をひそめていた。

【№91　　　　　　】

朗読者５　その時、

【№92　　　　　　】

朗読者達　イスラエル軍の戦車の砲撃が、中庭を直撃した。

【№93　　　　　　】

ジアード　ぼくがドアの入り口に着いたとき、何かがぼくの目の前を遮断した。ぼくの耳の側で口笛のような音が聞こえた。ヒュー！　ぼくは思わず、「アッラーフ・アクバル！　アッラーの他に神はなし！」と叫んだ！　……爆撃の煙が引いたとき…

【№94　　　　　　】

朗読者１　アッラーフ・アクバル！

【№95　　　　　　】

朗読者２　アッラーフ・アクバル！

【№96　　　　　　】

朗読者３　アッラーフ・アクバル！

【№97　　　　　　】

ジアード　ぼくの家族が、ここかしこで声を上げているのが聞こえた…。ぼくはあわててあたりを見回した。そこには、殺された家族と、血を流している家族が、横たわっていた…。

【№98　　　　　　】

朗読者４　ジアードのすぐ隣で、兄が死んでいた。

【№99　　　　　　】

朗読者５　兄の横には二人の少女、九歳のアシールと三歳のノールが、並んで死んでいた。

【№100　　　　　　】

朗読者１　ジアードの左側には、顔中血だらけになった父が横たわっていた。

【№101　　　　　　】

朗読者２　父の側で、椅子の上に座っていた祖母は、すでに死んでいた。

【№102　　　　　　】

朗読者３　父の隣にいた従兄弟は、「アッラーの他に神はなし」と叫び、ジアードの方を見ると、頭をがくんと落とした、しかし、彼はまだ生きていた。

【№103　　　　　　】

朗読者４　ジアードは、煙が消えるのを待って、立ち上がろうとした、そのとき、

【№104　　　　　　】

朗読者５　彼は、自分の両足がなくなっていることに気づいた。

【№105　　　　　　】

朗読者１　彼の体は、弟の死体の上に横たわっており、脚はそれぞれ吹き飛ばされて、別々の場所にあった。

【№106　　　　　　】

朗読者２　脚には皮膚がついていた。ズボンもそのままだった。

【№107　　　　　　】

ジアード　ぼくは、痛みを感じなかった。ぼくの意識ははっきりしていた。ぼくは、隣の家の人たちが、ぼくたち家族の救出に来てくれるのを、待っていた…。翌日、ぼくは、病院のベッドの上で目が覚めた。脚は縫合されるものと思っていたが、完全に失なわれたと知ったとき、ぼくは自然にそれを受け入れた。それは簡単なことだった。砲弾が落ちたとき、ガザの住民は誰でも死ぬことを予想している。いつでも、誰でも、どのロケット弾でも、殺される可能性があった。父や兄や弟たちは殺された。ぼくは自分でも驚いたけど、泣かなかった。それが自分でも理解できなかった。

【№108　　　　　　】

メンバー　君たちが任務についた区域で、民家の破壊はあった？

【№109　　　　　　】

兵士１０　いつもあったよ。そこら中で民家が破壊されてた。無傷で残っている家は一軒も見かけなかった。軍用ブルドーザーは、あらゆるものを踏みつぶして走りまわり、戦車の通路を確保した。俺たちの任務した区域には、ほとんど何も残っていなかった。まるで、第二次世界大戦の映画のシーンみたいに、すさまじい光景だった。

【№110　　　　　　】

ジアード　ぼくの脚があるかないかは大きな違いじゃない。家族の死の衝撃に比べれば…。脚はなくなったけど、ぼくはまだ生きている。ぼくには、残された家族を養う責任がある。ものごとはぼくの想像を超えてくるんだね。以前は父や兄がいて、家族を養ってくれたけど、今は、ぼくと弟たちが責任を負わなきゃいけない。生きていくために、どんな仕事でもする。ぼくは、家族を養うために、すべてのことをする。どんな仕事でもいい。仕事を選ぶつもりはない。

５．白旗を掲げた少女の射殺

【№111　　　　　　】

朗読者３　ガザ地区の北東部、イスラエルとの境界から１キロほどにあるアベドラボ地区に入ると、道路沿いの家々が上から踏み潰されたかのように破壊されていた。

【№112　　　　　　】

朗読者４　瓦礫の山となった家のひとつ、ハーレド・アベドラボの一家に起こったことは、これまでのイスラエル軍の攻撃とはまったく異質の、異常な殺戮だった。

【№113　　　　　　】

朗読者５　地上戦による侵攻の四日目、二〇〇九年の一月七日、昼間の十二時四〇分ごろだった。休戦協定で、ガザの住民たちに食料の確保や死傷者たちの収容や避難のために三時間の猶予が与られるはずだった。

【№114　　　　　　】

朗読者１　イスラエル兵がスピーカーを使って住民に促す。

【№115　　　　　　】

イスラエル兵　身の安全を確保するために、家の中から出て避難しろ！

【№116　　　　　　】

朗読者２　アベドラボ一家の三人の少女と祖母が、白旗を持って外に出た。

【№117　　　　　　】

朗読者３　周囲に銃撃は全くなく、ハマスなどの抵抗運動の戦士たちは皆無だった。

【№118　　　　　　】

朗読者４　兵士の一人は、戦車の中から半分体を出し、子どもたちを見ながらポテトチップスを食べていた。

【№119　　　　　　】

朗読者５　すると、別の兵士がＭ１６型ライフル銃を持って戦車の中から出てきた。

【№120　　　　　　】

朗読者１　そして突然、少女達に向かって銃を撃ち始めた！

【№121　　　　　　】

朗読者２　兵士は少女達の祖母に四発の銃弾を浴びせた。

【№122　　　　　　】

朗読者３　それから少女達ひとりひとりに三発ずつの銃弾を浴びせ、また最初の少女に戻ってさらに撃ち続けた！

【№123　　　　　　】

朗読者４　少女達の父親と母親が外に飛び出し、娘達とその祖母を引きずり、抱きかかえ、家の中に運んだ。

【№124　　　　　　】

朗読者５　祖母の背中は銃痕で開き、むき出しになっていた。そこから、背骨と肺がはっきりと見えた。

【№125　　　　　　】

朗読者１　三人の少女たちの母親、カウタル。

【№126　　　　　　】

カウタル　娘たちが撃たれたとき、私は外に出ていましたが、すぐに娘のところへ走り寄りました。夫がすでに二人の娘を引きずり戻していました。私は長女のスアードを引きずって、家の中に戻しました。そして娘がすでに死んでいるのを知ったのです。胸は銃弾で穴だらけになっていました。私は泣き叫びました。私に耐える力をお与えくださいと神に祈りました。スアードは、小学４年生でした。この子は胸を十五発も撃たれていたんです。一番下の娘アマルは、まだ二歳半で、腹部に五発の銃弾を撃ち込まれて、小さな身体からは内臓が飛び出していました。四歳の娘サメールは、四発の銃弾を受け、背中は大きく裂けていました。私たちは生き残った娘、サメールとアマルのために救急車を呼ぼうとしました。けれども、救急車はやってきませんでした。一番下のアマルは一時間もの間、血を流し続け、そして息を引き取りました。真ん中の娘サマールも二時間も出血し続けました。その間中、私は泣きながら叫び続けていました。「お願い、救急車を呼んできて！　怪我した娘のために！　どうして救急車は来ないの？　お願い、救急車を呼んで！」

【№127　　　　　　】

朗読者２　アベドラボの一家は、銃撃後、二時間も家を出ることができなかった。

【№128　　　　　　】

朗読者３　大砲の砲弾が直撃したのはその時だった。イスラエルの内側から、四、五発の砲弾が撃ち込まれ、そのうちの一発が家を直撃したのだ。

【№129　　　　　　】

朗読者４　直撃を受けたとき、家族はまだ家の中にいた。時刻は三時になろうとしていた。

【№130　　　　　　】

朗読者５　そのとき、少女達の祖父が、重傷を負ったサメールを抱えて外に出た。

【№131　　　　　　】

朗読者１　イスラエル兵たちはその祖父に向かって発砲し始めた。祖父は兵士達にヘブライ語で叫んだ。

【№132　　　　　　】

祖父　　　家の中に死傷者がいるんだ！　私は、この子らを避難させたいだけだ！

【№133　　　　　　】

朗読者１　イスラエルの将校が命令する。

【№134　　　　　　】

イスラエル将校　家を破壊する。すぐに家から避難しろ！

【№135　　　　　　】

朗読者２　父親のハーレドは一番上の娘スアードの遺体を、母親のカウタルは末娘アマルの遺体を、そして祖父が、重傷を負ったサマールを運んだが、恐怖のために、サマールを一度、地面に落としてしまった。

【№136　　　　　　】

朗読者３　家族はみな裸足で、砂に足を埋もらせながら進んだ。

【№137　　　　　　】

朗読者４　途中、頭部や肢体がひどく破損した遺体や、黒こげになった遺体がころがっていた。時々、イスラエル兵が威嚇のためか、この家族の頭上や脚元をめがけて銃撃した。

【№138　　　　　　】

朗読者５　母親のカウタルは、すでに死亡した二歳半の末娘、アマルの遺体を運んでいたが、大きく開いた傷口から、ときどき内臓が道路にこぼれ落ちた。家族はその内臓を拾い集め、助けを求めて叫びながら歩いた。

【№139　　　　　　】

朗読者２　重体の少女、四歳のサマールは、エジプトのカイロへ搬送され、空港からベルギーのブリュッセルへ移送された。

【№140　　　　　　】

朗読者４　二人の娘を目の前で射殺され、残った一人も全身麻痺の重傷を負わされた母親カウタルは、その心の内をこう告白する。

【№141　　　　　　】

カウタル　いま神に、私とすべての母親に、耐える力をお与えくださいとお願いしています。どんな人にとっても、自分の子どもを目の前で失うことは、耐え難いことです。最も辛かったのは、娘が目の前で死んでいくのに何もできなかったことです。想像してみてください。今、あなたの娘が「助けて！　お母さん、苦しい！　救急車を呼んで！」と泣き叫んでいる。なのに、その瀕死の娘のために救急車を呼ぶこともできないんですよ。母親としてそれ以上の悲しみがあるでしょうか？　撃たれなければならない、どんなことを、あの子達がしたというの？　あの事件が悪夢に出てきます。夜、眠るのが苦しいんです。ときどき頭痛がして、薬なしでは眠れません。私たちにとって、とても辛い、痛みを伴う記憶です。学校で娘の隣の席に座っていた子がいます。娘の従兄弟で、同じ家に住んでいました。その子は私の娘といつもいっしょでした。娘の友だちだったんです。その子が私に、娘を思い出させます。その子を見るたびに、毎日、娘のことを思い出してしまうんです。

【№142　　　　　　】

朗読者１　メンバーによるインタビュー。

【№143　　　　　　】

メンバー　民間人の扱いに関して、事前に状況説明は受けなかったのか？　罪のない住民について言及されたことは？

【№144　　　　　　】

兵士１１　私は上官に質問しました。「もし外で少女を見かけたら、どうしますか？」すると上官は答えました。

【№145　　　　　　】

上官１　　少女は外で用件などないはずだ。

【№146　　　　　　】

兵士１１　それなら、どうしますか？

【№147　　　　　　】

上官１　　武装しているかどうか調べ、撃て。武装した者は誰でも撃て。

【№148　　　　　　】

兵士１１　その説明で分かったんです。至近距離での戦闘のときは、まず撃つ。その後、尋問すればいいんだってことが。

【№149　　　　　　】

兵士１２　攻撃開始のときから、我々の旅団の司令官や、将校たちは、はっきりとこう言っていたよ。

【№150　　　　　　】

上官１　　動くものはすべて銃撃しろ！　自分が撃たれる危険性があるかどうか、それを考慮する必要はない。誰もいないはずの場所で、もし何か動きの前兆を見たら発砲しろ。もしも怖いと感じたら撃て。撃ちたければ撃て。または、誰かを見たら、撃て。

【№151　　　　　　】

兵士１３　俺たちの司令官は、はっきりとこう言った。

【№152　　　　　　】

司令官１　もしそれが罪のない住民だったら、手をつけるな。我々の目標は、明らかなテロリストだ。

【№153　　　　　　】

兵士１３　でも、パニックがゲームの始まりだった。戦闘に入ると、民間人の問題なんて関係なくなるんだ。規則は変わる。とにかく撃つんだ。戦争なんだから。戦争ではどんな疑問も問われない。周囲全ての人間たちに対して対戦車砲をぶっ放す。そうなったらもう、民間人かどうかを考えるなんてことは、意味のあることじゃなくなっていくんだ。

【№154　　　　　　】

朗読者１　イスラエル軍がガザに侵攻してから二週間目。ある兵士の部隊で、基地に近づいてくる一人の男が発見された。

【№155　　　　　　】

朗読者２　初めに明かりが、次に人影が発見された。その男は白いシャツ姿で、長いあごひげがある、年を取った男性だった。

【№156　　　　　　】

朗読者３　兵士達はその発見を上官に報告した。

【№157　　　　　　】

朗読者４　男が基地に近づくにつれ、男は武装していないように見えた。

【№158　　　　　　】

朗読者５　それから中隊の司令官が到着した。司令官は周囲を見渡し、その人影を確認すると言った。

【№159　　　　　　】

司令官２　狙撃兵は全員屋根へ上がれ。

【№160　　　　　　】

朗読者１　兵士達は驚いて聞き返した。

【№161　　　　　　】

兵士１４　なぜ狙撃兵は全員屋根に上がるんですか？

【№162　　　　　　】

兵士１５　何が問題なんですか？

【№163　　　　　　】

司令官２　狙撃兵は全員屋根へ上がれ。私を信頼しろ。心配ない。必ずうまくいく。

【№164　　　　　　】

朗読者２　百メートルの距離に近づいてきたとき、その男が何も持っていないことを兵士達は確認した。もし何か運んでいるとしたら、自爆ベルトだけだ。しかしその時点では、兵士達はその男になんの脅威も抱いていなかった。

【№165　　　　　　】

朗読者３　兵士達は中隊の司令官に報告した。

【№166　　　　　　】

兵士１４　あの男は何も持っていません。制止させるための発砲の許可を下さい。

【№167　　　　　　】

司令官２　許可は必要ない。狙撃兵達はすぐに配置に着く。

【№168　　　　　　】

朗読者４　その時のことを、兵士は、「沈黙を破る」のメンバーに、こう語った。

【№169　　　　　　】

兵士１４　これは悪夢だ…。その男は、どちらかと言うと避難場所か食糧を探しているようで、とにかく疲れ切っているように見えた。どう見ても我われを殺しにやってくるようには見えなかったんだ。

【№170　　　　　　】

朗読者５　しかし結局のところ、重要なのは作戦上の考慮だった。

【№171　　　　　　】

朗読者１　そのパレスチナ人の男はすでに基地から七、八十メートルの距離に来ていた。

【№172　　　　　　】

朗読者２　もし万が一、その男が爆弾ベルトをしていた場合、五十メートルの距離以内だと、基地の中にいる全員を殺傷できる。兵士達は司令官にもう一度頼んだ。

【№173　　　　　　】

兵士１５　司令官、我われに、制止させるための発砲の許可を下さい。

【№174　　　　　　】

司令官２　その必要はない。

【№175　　　　　　】

朗読者３　男は近づいてくる。

【№176　　　　　　】

朗読者４　全員が彼に注視していた。

【№177　　　　　　】

朗読者５　そのとき、別の家から無線で指示する声が飛んだ。

【№178　　　　　　】

無線の声　その男を倒せ。

【№179　　　　　　】

朗読者１　その男は五十メートルのところまできていた。無線の声が叫ぶ。

【№180　　　　　　】

無線の声　もうその男を撃ち倒せ！

【№181　　　　　　】

朗読者２　男が二十五メートルの地点に到達した、そのとき、

【№182　　　　　　】

兵士１４　突然、上の階から、銃撃の一斉射撃が聞こえ、私たち全員を飛び上がらせました。その年老いた男は、私が生きている限り決して忘れることのできない叫び声をあげました。全員が撃ち続け、その男性は悲鳴を上げ続け…。やがて、狙撃の指揮官が、顔を紅潮させながら下の階に降りて来て、「今夜の幕開けだ」と、言った。

【№183　　　　　　】

朗読者３　兵士達は司令官に質問した。

【№184　　　　　　】

兵士１５　なぜ制止させる発砲を承認しなかったのですか。

【№185　　　　　　】

司令官２　今は夜で、その男はテロリストだ。

【№186　　　　　　】

朗読者４　翌朝、兵士達は、その男の遺体に爆発物があるかどうかを確かめるために、爆発物を探知するよう訓練された犬を送り出した。

【№187　　　　　　】

朗読者５　結局、遺体となったその男が持っていたのは、握っていた明りと白いシャツ、それから、長いあごひげだけだった。

【№188　　　　　　】

兵士１４　男は、無実でした。五十か、六十くらいのその男は、死んで道路に横たわっていました。私はこの事件全体を振り返って、気持ちが、ひどく落ち着かなかった…。我々は後日、司令官にもう一度尋ねた。

【№189　　　　　　】

兵士１５　あのとき、なぜ制止させる発砲を承認しなかったのですか。

【№190　　　　　　】

兵士１４ あの男は、無実でした。

【№191　　　　　　】

司令官２　ここにはテロリストだけではなく、民間人もいることを、我々は思い起こさなければならない。テロリストは民間人のような私服を着ている。しかしだからといって、どんな民間人でも殺害しなければならないということではない。あのときは、夜だった。

【№192　　　　　　】

兵士１４　司令官は、我われの意見に同意しなかったし、悪態もつかなかった。私たち兵士は実感しました。もっと高い階級の将校に話を持っていったとしても、効果はないってね。

６．アルダーヤ家の虐殺

【№193　　　　　　】

朗読者１　アルダーヤ一家は、四階建ての家に、三十五人の家族で暮らしていた。

【№194　　　　　　】

朗読者２　イスラエル軍の地上侵攻から三日目、一月六日未明、イスラエル軍の空爆によって建物は消失。地上階は地下十メートルに埋もれてしまった。

【№195　　　　　　】

朗読者３　この爆撃による家族の死者は二十三人。そのうち、十三人が十歳未満の子どもで、一番下の子は生後五ヵ月だった。

【№196　　　　　　】

朗読者４　爆撃時、モハマドは早朝の礼拝のために、三百メートルほど離れたモスクにいたため難を逃れた。しかし彼の妻と、七歳を頭にした四人の子ども達は瓦礫の下敷きになった。

【№197　　　　　　】

モハメド　私が礼拝を終えた頃には、空爆と銃撃が激しさを増していました。参拝者はみな避難するためにモスクを出て、自宅へと向かいました。すると突然、すさまじい爆発音が聞こえ、私のいた場所も激しく揺れました。爆撃された建物の破片が足元にまで飛んできました。私は走って、どの家が爆撃を受けたのか見に行きました。もう爆撃に対する怖さすらありませんでした。現場につくと、それは私の家だったのです。衝撃でした。自分たちの家が爆撃を受けるなんて、予想もしていなかったんです。あまりの衝撃で、言葉も失い、現場に立ち尽くしていました。前の日の夜に、一緒に家にいた家族全員が殺されてしまったと思いました。四階建ての家が、全て沈んでしまっていたのですから。私は父親、母親、兄、子どもたち、妻の名前を叫びました。誰かが、瓦礫のどこからか、「ここにいるよ！」と返事をしてくれないかと願いました。けれども、誰の返事もありませんでした。みんな、死んでしまったのだと思いました。私は絶望的な気持ちになりましたが、それでも叫び続けました。

【№198　　　　　　】

朗読者５　救急車とブルドーザーが到着し、瓦礫の中の捜索が始まった。

【№199　　　　　　】

朗読者１　やがて家族の遺体が出てきた。ブルドーザーが掘り始めるとすぐに、モハメドの父の遺体が発見された。母親の遺体は隣人の家で見つかった。兄ラメズの遺体も、もう一方の隣人宅の中から出てきた。

【№200　　　　　　】

朗読者２　ブルドーザーはなおも家を掘り続けた。兄ライアドの遺体は、八ヶ月の息子と、他の娘や子どもたちを抱きかかえている状態で発見された。

【№201　　　　　　】

朗読者３　しかし、モハメドの妻と子どもたち、そしてもう一人の兄、ラメズと彼の妻、息子、娘たちは、どうしても見つからなかった。

【№202　　　　　　】

朗読者４　翌日、モハメドは自分で費用を負担し、フォークリフトと運転手を雇い、さらに捜索を続けた。

【№203　　　　　　】

朗読者５　そこで見つかったのは、わずかに、三本の指だった。その一本に結婚指輪がはめてあり、その指輪には『ラメズ』と刻印されていた…。

【№204　　　　　　】

モハメド　ラメズは、私の兄の名前です。指輪は、その指が、兄の妻のものであったという証です。瓦礫の中から見つけることができたのはそれだけ、三本の指と、結婚指輪…。それだけでした。

【№205　　　　　　】

朗読者１　事件から四ヶ月近く経った四月下旬、イスラエル軍は「調査結果」として次のような報告書をそのホームページに発表した。

【№206　　　　　　】

イスラエル軍のスポークスマン　ガザ市ゼイトゥーン地区のアルダーヤ一家に関する調査中の事件は、作戦上の過ちにより、不幸な事態をもたらしてしまった。調査結果によれば、イスラエル国防軍は、アルダーヤ家の住居の隣にあった武器貯蔵施設を攻撃するつもりだったのだ。

【№207　　　　　　】

朗読者２　戦闘機に爆撃を指示していたある兵士は、「沈黙を破る」のメンバーの質問に答えてこんな話をした。

【№208　　　　　　】

兵士１６ 自分がある戦闘機に爆撃を指示し、その戦闘機が爆弾を投下するのを目撃したことがあるんです。私は叫びました。「そこじゃない！　もっと北西の位置にある家だ、その家じゃない！」しかし戦闘機はそこへ戻ってはいかない。とにかく私は、爆撃はまったくコントロールが効いていないという感じを抱いて、ガザを出ました。

【№209　　　　　　】

朗読者３　この兵士はその後、上官に最終報告をした。

【№210　　　　　　】

兵士１６　実際に爆撃された民家が、自分が報告した家ではないことが何度もありました。

【№211　　　　　　】

朗読者４　上官は答えた。

【№212　　　　　　】

上官２　　それは、間違った報告だ。

【№213　　　　　　】

朗読者２　「沈黙を破る」のメンバーに、こんな話をした兵士もいた。

【№214　　　　　　】

兵士１７　ぼくが衝撃を受けたのは司令官の話でした。彼は大佐で、大隊の兵士全員の前で訓示をしました。彼は、こんなふうに話を始めたんです。

【№215　　　　　　】

大佐　　　不幸にも、我われは民主主義の国だ。だから我われが実際そうしたいようにガザを破壊することはできない。民主主義の国であるという事実が我われの仕事を妨げていて、軍は望むように攻撃的に行動することはできない。

【№216　　　　　　】

メンバー　司令官はそんな言葉を使ったのか？

【№217　　　　　　】

兵士１７　そうです。司令官はこんなことも言いました。

【№218　　　　　　】

大佐　　　幸運にも、病院を砲撃する十分な疑惑がある。患者たちはもっと早く死んでいくだろう。

【№219　　　　　　】

兵士１７　すると兵士の一人が皮肉を言ったんです。

【№220　　　　　　】

兵士１８  つまり医者を殺すからってことですか？

【№221　　　　　　】

兵士１７　でも、司令官はその皮肉を理解できなかったのか、無視するように、繰り返しこう言ったんだ。

【№222　　　　　　】

大佐　　　我われは民主主義の国だ。だから自分たちがやりたいようにはできないのだ。

【№223　　　　　　】

兵士１７　多くの兵士達は驚いていたし、ぼくはひどく、衝撃を受けました…。

【№224　　　　　　】

朗読者３　二十三人の家族を一度に亡くした、モハメド・アルダーヤは言う。

【№225　　　　　　】

モハメド　人間は耐えなければいけません。私達は、耐えなければいけないのです。それが神の思し召しなのですから。私は、この世で最もかけがえのない家族、父と母を亡くしました。両親は今年、聖地メッカへ巡礼する準備をしていました。しかしガザの人びとは、封鎖のために、今年は聖地へ行くことが出来ませんでした。聖地への巡礼の機会を奪われ、二人は泣いていました…。私を育ててくれた姉を失ったことも、とても辛いことでした。そして、何よりも、八年間連れ添った私の妻を失うことも、耐え難いほど辛く悲しいことでした。自分の子どもたち、息子も娘も、失ってしまう辛さは言うまでもありません。妻の名前はイスマイールです。一番上の娘の名前はアマニ。小学二年生でした。その下がカマルで幼稚園に通っていました。それから長男ユセフ。長い髪をしていました。私がそうさせたかったんです。……それだけです。それから、下の娘で四歳のアリージ。この子は私にお人形さんを買ってとおねだりしました。私はこの子に言いました。「戦争が終わったらね」と。「戦争が終わったら、みんなにお人形さんを買ってあげるからね」と。戦争が終わったら…。…妻や子どもたちの遺体は、一ヵ月経った今なおみつかりません。しかし今も、瓦礫を取り除いた後で、何か見つかるのではないかと思っています。私の妻と、子どもたち、それから兄と彼の家族は、ちょうど家の真ん中にいました。ロケット弾はちょうど彼らを直撃したのです。彼らは完全に溶けて無くなってしまったに違いありません。何も残っていないのです！何か残っているものを探そうとしても、見つからないのです。それが私の兄と彼の妻、子どもたち、そして私の妻と子どもたちの上に、起こったことなのです……。

【№226　　　　　　】

朗読者１　私たちは知らない。

【№227　　　　　　】

朗読者２　知ることができない。

【№228　　　　　　】

朗読者３　そこで、なにが起こったのか。

【№229　　　　　　】

朗読者４　それは、誰の上に起こったことだったのか。

【№230　　　　　　】

朗読者５　その人は誰だったのか。

【№231　　　　　　】

朗読者１　そこで、本当はなにがあったのか、なにが失われ、なにが叫ばれ、人々がどんな思いを抱えることになったのか。

【№232　　　　　　】

朗読者達　私たちは知らない、知ることができない。

【№233　　　　　　】

朗読者１　失い、叫び、抱えてしまった人々が、その重い口を開き、語ってくれることがなければ……。

幕。
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